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日本穣類準作脅則

(総則)

第H条 *令は日本語量級祭令とfJ習するの

第 21傑 *1守は務撃の進歩~1J~及を闘り，併せて令貝相互のili絡]胞に税践 を悶る こ とを

目的とする。

第3fi条水舎は前僚の目的を迭するために，次の事業を行う。

1. 総合の開催(年1阿)

~. 税額に協する研究令，官官』守司令，採集合等の開催

3. 定期刊行物の護flJ

4. その他前僚の目的を迷するために必要な事業

第41傑成合の事務所は令長のもとにお〈。

賀35fi条 本令の事堂~年度は 4 月 1 R Iこ始まり，宝翌年 3月31自に終る。

(曾員)

第 611条令jミは次の 3toliとする。

] . 普通令員(藻類fこ側，むをもち，木舎の魁旨に賛同する何人叉は闘1本で，役員含

の'-"'ii忍するもの)
2. 名枠合員(務塁手のす主主主K1'i:献があり，本令の趣旨に賛同する個人で，役員舎の

椛隠するもの)

3. 特別合員(本合の趣旨に賛同し，木令の後l民に4寺に守与興した個人災は|剖体で，

役員令の推薦するもの)

賀~ 7僚;.{I:舎に入合するには・'住所，氏名 (剛体名)職業を記入した入frill込古を合

長に差11¥すものとする。

第Sl'伝 令員は毎年合:tJ(300闘を前納するものとする。 ffiし4切手合員及び4W:別令長は
合w.を要しない。

(役員)

第 9l'条本令に次の役員をお〈 。

令長 一名 ( fモJtflは2ヶ年とする)

幹事 務干名 付壬1VIは2ヶ年とする)

令長は線、令に於て令.fcllf1よりとれを選11¥する。幹事は合主主が合員'1'よりとれを指

名する。

(刊行物)

第10鈴 木合は定期刊行物「議採uを年3回刊行・し，合員に無料で‘頑耳liずる。
附貝 .

との含flIlは昭和 28&手10月11日から施行する。

‘' 



紅藻ツノレツノレの構造と生殖器官に就いて

川端清 策

(北海道拳著書大皐岩見i翠分校〉

S. KAWABATA: On the str・u巴tureand reproductive 
organ of Gγαteloupiαttt，・utuntY AMADA 

緒 主主

"" 
ムカデノリ科 (Grateloupiaceae)の構地及び生殖器官に闘する精しい研

究は筆者の知れる範囲に於ては1926年 L.G. SJりSTEDTにより，又193i年

H.KYLIN により報告され，ムカデ、ノリ麗 (GratelouPia)に就いては1930年

H.KYLIN により Gratelouρiafilicina AG.に就いて報告されている。1952年

10 月北大山間教授は日本杭物接合大合に於て特別講演~行われ 「我が図に於

けるムカデノリ科に属ナるものは，我が閣では之さ苦;の屈の原標本を検ナる{更

が困難でるるため属同志の直別賠にl匿昧君主駄が多い」と述べられている。筆

者は山田教授指導の下にムカデノ リ科に属ナる邦産海藻に就いて精査に着手

し，先十ツ Jレツルに就いて研究を行ったので、此庭に之を報告ナる。

1. 供試材料

1953年11月及び12月室開ili電信潰及び脱津洛岸に於て採集した材料。

2.構這

皮唐は普通 5~6 居であるが倒休により又同一個体でも部分により多少

異友る。 特に休の基部附着貼の附近に於ては約20居に及ぶものが普通で、重う

る。最外唐の細胞は長楕UAE庁長で先端がやや尖り 2)う至3居自の細胞は千子通球

形である。4唐目の細胞から内皮唐と主主り不規則及球形)J至E.形である。皮

唐の外側カミら 3蒋目或いは 4呑自の唐に於ては鹿k横の連絡が見られる。星

形細胞は髄糸に連絡 し1いる。髄糸は経5-6μで叉批に分岐し，走向は皮屠

に近いものは表商(ζ平行で、他は不規則であるが，表面に垂直に走るものが頴

著である。 髄糸は比較的緩やかに結合しヱ髄部を構成している (第 1脳Ia)。皮



30 事量 類第u善策2貌昭和29年 9月

b 

第1園

居及び髄糸は四分胞子体に

於ては雌性体よりも大形で、

且つ緩く結合されている。

3. 四分胞子謹

四分胞子麓は髄糸末端

にある星形細胞から分れた

最初の細胞の枝として形成

され多くの場合表面から二

番目の皮屠細胞と同格で・あ

a. 体の横断の一部 x375 
b， c. 四分胞子重量 ・x300

り，十字様に分裂して皮居

中に坦在し，体に一様に散

在する(第1闘， b， c). 

4. .雌性生殖器官

カルポゴン枝は 1個の胎原列細胞 (hypogenalceU)とカルポゴンから成

る。胎原列細胞を生じる支

持細胞は髄糸の末端細胞か

ら分岐された原形質に富む

細胞列の最初から 3番目に

相営ナるのが普通でるる。

カルポゴン枝は蹴ね徳利般

の枝叢 (Zweigbuschel)の

基部に在仏長い受精毛を

出ナ。受精毛はヵルポゴン

の近くに於て著しく膨大

し此の膨大部の原形質は

螺旋般に旋回しているので

(第 2闘， a)色素で染めす

ぎると恰も 1個の細胞の様

に見温える程でるる。受精

毛の末端は体表に突出して

a b 

第2国

& 受精毛基部の螺旋構造 x300
b. カルポゴン(CJ，支持細胞(8)及び胎
原列細胞(H)x300 
c. 髄糸(M)及び若い助細胞(A)x375 
d. 助細胞(A)と技種 x300

-2ー



川端: 紅藻ツルツルの構造と生殖器官に就いて 31 

いる(第2闘， b)。助細施もカJレポゴンと同様左形の枝叢中の基部の細胞列!C

介在的に生じる。此の枝叢は髄糸から分岐した細胞列から分れて成形される

(第2闘，c). 助細胞は枝叢の細胞に比して著しく大形で原形質に富み球形乃

至楕闘形で屡々側面から見て長方形を示す。カルポゴンを生じる枝叢と助細

胞を生じる枝叢とは別であるが，前者の枝の細胞敷は後者の夫よりも教が少

左いのが普通でるる

(第2圃，d)，。受精した

カルポゴンは胎原列

細胞と癒合して多数

の連絡糸を出す(第

3闘)。 助細胞は連

絡糸と結合した後成

胞糸 (Gonimob1ast)

を分裂する.成胞糸

は普通三段階に分裂

する(第4闘L成熟

a. 

1i3図
a， b， c. カルポゴンと胎原9lJ細胞の癒合
F.C.癒合細胞 C.F.連絡糸 x300

a 

第4闘 嚢呆の霊童迭の周置を示す

& 成熟した護呆 x180
IG. 第一成胞糸 口G. 第ニ成胞子
F. 被覆糸 A 助細胞{近接した
細胞を癒合したもの}

C.8. 呆胞子
b. 成胞糸から呆胞子を生じた初期 x340

- 3ー
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32 華麗 類第2巻第2競昭和29年9月

した護果に於ては助細胞は近接の細胞と癒合し此の癒合細胞より多数の被覆

糸 (Hullfaden)を生じ被覆糸は数回分岐じて仁を固んでいる。仁を囲む

糸には被覆糸の外に髄糸に由来する糸もるる。被覆糸は叉献に分岐するが網

般に連絡ナるととはない。護果は小孔を以って開孔し，体の基部近くでは殻

建が悪いが他の部分では殆んE一様に分布し肉眼で頴著に認めるととが出来

る(第41前1，a)。

要約

1.皮唐は普通5-6屠で外皮唐と内皮居の匝別は徐り著しくない。外

皮唐は 3唐細胞内外，内皮唐は2唐細胞内外である。

2. 内皮屠細胞には横の主主絡がるる。外皮唐細胞には内部の唐に於て時

々控:絡が見られるが著しくないe

3. 髄糸は結合が緩やかで表面に垂直に走るものが目立つ。

4. 四分胞子襲は全体に散在しNematheciaを形成するととはなく，肉

眼では存在を認められゑい。四分胞子麓は最外唐から 2呑目の皮屠細胞と同

格でるる。

5. カルポゴンと助細胞は別々の徳利赦枝叢中に生じる。

6. カJレポゴン枝は2細胞から成る。

7. 受精毛はカルポゴンの近くに於て著しく肥大し此の部分では原形質

が螺旋jjJcにまわっている。

8. 麓呆は全体に散在し，特別宏被覆糸によって被れている。被覆糸は

癒合細胞から出て叉般に分岐するが網般に蓮絡ナるととは主主い。

9. 本種の雌雄生殖器官は KYLIN(1930)の報告したGrateloupiafilicina 

AG.の夫と極めてよく似ている。

終りに格始懇切な御指導を賜った北大山岡教授及び材料採集その他に御

援助下さった北大海藻研究所中村博士111:深甚怠る謝意を表ナる。

実献

L. G. SJOSTEDT (1926): Floridean Studies. 
岡村金太郎 (1930):藻類系統接.

H. KYLIN (1937): Anatomie der Rhodophyceen. 
Y. YAMADA (1941): Notes on Some Japanese AIgae IX. 

-4-



珊 瑚

瀬川宗吉

〈九大農拳郎〉

藻

ととでいうサンゴモとは英語で∞，ralline又は∞，ralIinealgae即ち紅

蔀サンゴモ科の海藻のととでるる。サンゴモは我々寵類研究者の聞では従来

しばしば「石友藻jとよび左らされて来た。 しかし石友蔀， 英語でいえば

calcareous algaeは多分に生態的のに沿いのする言葉でるって，r石友を体内
に多量に蓄積する藻類」と解され，その中には系統的に大分距たりのるるも

のが包括されている。化石の研究者は石友藻を言葉通りとの様注意味に用い

て来ている(石島， 1933， 1951)。例えば線藻のミル科にもカサノリ科にも石友

藻があり，紅藻でいえばフサノリ科，イワノカワ科等にも及んでいる。とと

ろが種教に於ても量に於いても断然他に勝っている鮪でサンゴモ科に及ぶも

のがない。そとで石友藻の代表的君主群である以上，との科の memberに封し

て石友藻と云つでも決し・亡誤用と云うわけでは左いカらそれはむしろ生活形

表現のための言葉として用い，系統上のサンゴモ科海藻を指ナ言葉としては

サンゴモを用いたいと云うのが筆者の意向である。とのととはコンプ科海藻

をコンブ，フノリ科海E震をフノ H等と遇稿するのと同巧異曲である。ただし

サンゴモの場合，種類としてのサンゴモ Corallina~所cinalisL.の名前があ

るのが少しく不便なだけである。

さてサンゴモには外形的にはっきり直別出来る2つの群がある。有節サ

ンゴモと無節サンゴモである。サンゴモの分類が後越する様に確立していな

い中にるって，との直別だけは明瞭なので2つの亜科に分ける人が多い

(MASON， 1953)。無節サンゴモの方はともかく有節サンゴモにサンゴモ亜科と

しての位置をあたえるのに異存のある人はなかろう。その特徴を述べると

「体の大部分が直立して居り，石炭化した節間部と石炭化したい膝節との連

鎖から成っている」。 しかし決して直立都からだけ成るものでは泣くて， そ

の費生のはじめを探ると無節サンゴモと同様まや基質に横に披がる殻扶部を

諮る。只その殻1/;1~部が目立たないのである。

そのととで面白いのは殻扶都が極度に護達し， しかも直立部のない有節

- 5一



34 2革綴第2~ 第 2液 1171和 29 年 9 月

サンゴ，モサビモドキ届 Yamadaiaの登見である。1934年のとと，筆者が

大墜を出て伊豆の三井研究所に赴任し先宇-最初に手がけたのが無邸サンゴモ

調査で、あったが， その採集した 20極位のうちに何と も説明 しがたいサンゴ

第1箇 サピモドキ o個体

(伊豆須崎，Mar. 27. 1939採集)笠物大

そがn主j見って
いた。それは外

見上金く無節サ

ンゴ‘モと相濯は

君主いがl第 11前Il

只その生殖業が

表面に蓋しく超

出して作られ，

しかもその生殖

業の基部にはっ

きりと膝節が浩

られるのである

(第 21川i)。 膝節

が浩られる以上
時に中央部にポツポツ黙の様に見えるの

はil~性生殖楽である。
有笥iサンゴモに

相濯ないが，それにしても直立部が全くゑく て， 生地案が休表面に諮られる

際に主主ってIJ奈節が浩られる とは随分注挺、りものである。もっとも タマモサヅ

キ脇の 1f1fI Janiaρumilaに於て時に殻j伏部からいくらかの主主植築が直接に

生じその聞に膝官iiを浩るととがある (BOERGESEN，1917)から，サピモドキの

特性が全く飛躍的で・ある と云うのでは主主いが， との種類ではその性質が固定

しているのである。考察の結果事rfi-訟と考えぎるを得なかった。
現在400額以上も記載されているサンゴモ科特に無節サンゴモの内部の

分類I'C於て米だ systemが確立しているとはいえ友い。一休その犠左内部の

分~iのむづか しさは如何怒る迎Fl.lによるものだろうか。その理由の1つは生

活形の建いから来る研究者の稽子扱いである。その2は休の石次化から来る

体構浩組察の困難である。とれらについては就に述べたとともるるので (筆

者，1942)詳 しくは省略ナるがとれらに追加する理由 として外形分化の並行現

象と云うととがある。もっともとれは特に1照的jサンゴモの方でのととである。

7照的サンゴモを丈の低いものから高いものまで並べると一般に ~tt):皮殻以， 葉一

- 6一
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叫瀬 J~J 若葉 35 

第2圏 サピモ F、キの四分胞子護策 x120 

左は若い胞子援策，右は完成したところ，左l問中央F付近，
右回の下部に隣接語111胞I切の主任絡iJ¥.¥:n'見られる。

7lk ， 皮殻航， 有庇皮殻7lJt， 鱗片M，塊7lk， 樹枝7lk ， 雛冠樹枝7lJ~母子? と表わされ

ようが，それら形態的差異は必七夕、しも属の特徴とは友り得十，少し大きい属

ではその nlemberの中にどの外形も出現しがちで ある。即ち種々主主麗に於

て外**護遠の並行現象が見られるのである。とのととが昔からサンゴモ分類

の混乱を惹起する原因の 1と主主っている。

サンゴモには石次を蓄積し主主いものも全くないわけでは友く (例えば

Schmitziella属)叉イシノハナ属 Mastoρhoraの様に屈曲させるととが出来

るほど石友化の微弱訟ものもある。 しかし勿論大部分の memberは石次化

が進んで、いる。

石次が如何主主る形の化合物として，又休の如何なる場所に存在ナるのか

- 7ー



36 藻 類第2~き第 2~虎昭和 29 年 9 月

と云う質問をよく受ける。 LEMOINE(1911)の報告に分析の dataが出ている

のでそれを参照すると主要な無節サンゴモは CaCOsが80%位，有節サンゴ

モはとれより柏々少主主い様である。緑藻のサボテングサでは 90%に及ぶ分

析例が出ている。同じく CaC03であってもサンゴモでは方解石 calciteの

形をとるが，他の石友藻では霞石 aragohiteの形でるる。石次藻の遺体が化

石としてひろく地唐中に見られるのはとの様な骨髄をもっているととに起因

ナる。

海水中には石友よりもむしろマグネシウムが多くその割合は 0.3-0.5:1 

といわれる。鑑礁生物として重視されて来た珊瑚の様主主動物側には Mgの集

積が非常に少左いととが知られているのにサンゴモの分析では相営多い。同

じく LEMOINEの報告によると MgC03が約10%も存在する。サンゴモより

も少たいが他の石友藻でも相営量含んでいる様である。今日ひろく世界中に

見られMgを多量に含んでいる白雲岩の浩成に関して種々論議がある様であ

るが， Mgの含有の多い植物遺体特にサンゴモの闘興が考慮されるのも理由

るりと云うべきである。

石友化ははじめペクチンの屠に沿とり，セルローズ?の居に浸透して行く。

との様にしてサンゴモの細胞一つ一つが茨酸石友の壁で、塗りとめられた様に

たる。石戎化をまぬがれる細胞といえば表皮，膝節，生殖器官位のものであ

る。

思えばサンゴ、モの一般細胞と云うものは大捷窮屈なものである。そとで

この秘主主細胞の集まりである個体にとっては物質の轄位その他の必要上細胞

聞の荘絡法が問題となるのは営然である。

民正紅藻類に於て細胞分裂が行われるとそれら 2細胞聞には顕微鏡下に

はっきりと認識出来る原形質の謹絡を遺るのが普通である。とれを一次的原

形質連絡と云うのであるが，種類によって更に=次的連絡を持つようにな

る。とのこ式的連絡については諸書にくわしいから省くとして，サンゴモで

もとのこ弐的連絡が見られイシゴロモ属カ=ノテ属tf..e特定の麗に現われて

来るので分類上大饗役に立ヴ崎教となっている。ととろでとのこ弐的連絡を

諮るにあたっては連絡し様とする細胞から相手の細胞に向って小細胞が切り

出されるのが→般であるのにサンゴモではその様な工作が見られ泣い。直ち

に原形質問の蓮絡が完成されるかに見える。 そとで SUNESON(1937)はとれ

に謝して direktesekundare Tupfelと云う名前をあたえた。

- 8 ー



灘)11:瑚 瑚 S誕 釘

とのこ弐的謹絡をもってい訟いサンゴモの属で‘はもっと手つ取り平い連

絡法が見られる。即ち細胞と細施がいき君主り癒合するのでbって，隣接の細

胞列聞の細胞閣が脆友され癒合治対すわれるのである.とう怠ると相営賢い通

路でごっの細胞列が連絡されるので物質の韓位には大饗好都合でaうろう。
以上異t.r:る細胞列閣の連絡法2種，即ち二弐的連絡及び連絡溝，その何

れによるかがサンゴモの屈の分類上役に立っと云うととに着目したのは

R田 ENVINGE(1917)でるる.はじめ Denmarkの少数属で確かめられたが，

その後SUNESON(1937)筆者(1940-49)に主って多くの届種で確かめられた。

しかしととに注目ナペきは SUN鴎 ON(1943)の報告であってLithothyl-

lum litoraleとιαrallinaeに於て僅か乍ら謹絡講を見出したととであ
る。との群では謹絡法として二衣的連絡のみをとるものと思いとまれでいた

ので，とれらの性質は更に検討されねばゑら註い.

サンゴモが譜礁作用にあづかってカがあり，現在大洋上に散在している

珊瑚島の多〈のものの主要材料と怠っているととについては，既に岡村博士

(1934)筆者(1942)が紹介しているので省〈としで，ととでは只その役割につ

いてふれて烏きたい.

サンゴモはそれ自体前述の様に石京沈積の塊でるるので，その繁殖によ

る累積はそれだけで礁形成に役立つととは勿論であるが，更に重要去のは殻

赦無節サンゴモによる生物遺体の結合である.とθ様2主導質を熱帯地方の磯

採集の際よく見かける.例えば累積しでいる樹扶珊瑚の骨髄破片カもそのす

き聞に蔓延した無箇サンゴモのるる種類によって次第に結合されて行く事

賓.又礁原から庇の様にワき出た礁綾の下面に届く績がって諸材料を楠強し

裏付けている事質。ゑEである.

我々はその多彩の故に撞礁動物に眼が奪われがちであるが，以上の観難

から珊瑚礁原を見直して見ると，その色彩に於て限立た君主いサンゴモの功績

が案外大きいものであるととに集付くのである。

サンゴモは一面有害主主雑藻と考えられている。一昨年から水産睡でその

問題を採り上げ「沿岸に於ける水産物増産を阻害する石炭蕊の繁殖防止の研

究」の班が作られた.山田教授を主任として邦内各地の藻類研究者によって

研究が進められている。

ととろがサンゴモ群落とワカメ群落が爾立し，ワカメ漁場がサンゴモ群

落の上に成立していると云う特例の場所が分ったので少しく述べてみたい。
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38 革主 類 第 2!fO第 2'f.涜 np，辛口 29-4三9月

有明海の真中に浮ぶ湯島は周囲 4kmの小島で、るるが熊本将としてはワカメ

の産地として有名で「湯島若布」の名がある程でるる。 そのワ カメの主主主漁

場は J誌のmに績がっている7fd~~ 10 m 位のマサゴ‘原の上で・ある。 マサゴとは

金平糖形の無色mサン主モの方言である。。

とのマサゴ原(乞筆者自身去る3月潜水調査を試みたが，限のとどく限り，

第3園 ワカメ の+良部 X1/3

サマゴ原上のワカ点¢根が多般の

マサずの上に伺信1して伸長した有
様を示す。

績がっている海底の Lithothaml1-

iOl1-bankの」てに，ある部分は花:生

し(時に坪蛍 り80株位)ある部分

l'IIDIt生しているワカメの純群落の

景観はまととに素晴らしいもので

あった。

マサゴはか怒りのl手さに土佐積

しその表面のものを取上げて見る

と紅紫色で'立派に生日・している。

1個のマサゴの上に蛮育して来た

ワカ メは成長するに従って根を仲

長分岐させ弐第に他のマサゴの上

に仲びて行く。とう して成長し切

ったワカメでは 50個以上ものマ

サゴ、の上に根が及ぶので，ワカメ

の科=を引きぬく とマサゴもヲキにF付

いて来て， その恰好は極めて奇観

である(第31盃J)。

との級友金平糖形の1.f!li節サン

とfモが土IHI'l し海底の}}~~い面積を占めるいわゆる Lithothamnion-bankは決 し

て類の友いものでは泣く WEBOER-VANBOSSE (1904)は Siboga探険の報告で

Timor島市西海岸 Haingsisiのban1王 をお良を入れて紹介している。その

bankを作っている種類は Lithothamnionerubescens f. Haingsisiana ~と主
とし， t也に Lithothα112nionaustrale， Lithoρhyllum Olwmurai， Goniolithon 

Reinboldii等がiftっている。湯島の bankは外形がLithothanmionaustrale 

k似ているものが主でその他2，3種混っている松である。

以上の他サンコモについては精々言及したいことも多ν、が紙盟主も意外に多くなった
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千原: 伊豆須崎でみつかった ρ リシスチスについての小観察 39 

ので一先ず調隼することとした。
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伊豆須崎でみつかったハリシスチス

についての小観察

千原光雄

1953年夏，私は伊豆須崎，J.t¥比霧島のグイドプール中で・維藻ハPシスチ

スHalicystissp.が生えているのを見るととができた。

との仲間の海藻は一般に小さ主主球献体を呈し，その基部を無節サンゴモ

の体中にさし込んでいる極めて特異ゑ性質をもったもので，その分類上の位
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40 議類第2港第2競昭和29年9月

置については，外形が似ているととろからパロ=ア Valoniaの近くに主旨かれ

たり或いは，プロトシホシ Protosithonの近くに治かれたり，又は金〈草稿

にハリシスチス科Halicystaceaeが設けられたりして，はっきりし友い鞘が

少君主〈ゑかった。そしてその生殖細胞としては2本の鞭毛をもっ峰雄の異型

配偶子の形成されるととiJt平くから知られていた。

ととろが1938年，ドイツの P.KORNMANNはへりゴランド産のやはり同

じ緑藻類のホソツュノイト Derbesiamarinaについて，主として護生畢的

の方面からいろいろと研究を烏と託った結果，賞はとの海藻はハPシスチス

属の一種 Halicystisovalisと金〈同ーの植物である。 ナ~t>ちデルベジヤ

の方は世代交番に於ける舞陸世代に相営し，一方ハリシスチスは有性世代

に嘗るものであるという極めて興味るる事質を護見した。その後フランスの

J. FELDMANN (1950)もツュノイトケパDerbesiatenuissimaとHalicystis

tarvulaとの聞に同様ゑ閥係のるるととを確かめた。備 FELDMANNによると

デルベジヤの梯走子形成の際に減数分裂がゐと左われるだろう，そして有性

世代に相営ナるハリシスチスの知られてい泣いツユノイト DerbesiaLamou-

rouxiiの場合は，減数分裂が省略される矯ではなかろうか，という見解がと

られている。

ととろでわが闘では早くから敢種類のデルベジヤが知られていたにも拘

bらや，それの封を君主すというハリシスチスの方は，つい最近(1952)北大の

山田幸男博士により八丈島から報告されるまでは全くその存在がわかってい

ゑかった。そし・亡今でも，少~くとも本土滑岸での生育は米殻見の有様であ

った。

これら上越の経緯については山田幸男博士が最近の生物皐岡容「緑藻と禍誕の生活

奥と分担j帝拳術月報別冊資料第40貌.線合研究報告集線，生物，農拳編「八丈島近

海の海穫の研究」畷和 27~手 11 月，などの中で詳わし〈紹介されている。

私の，伊豆須崎のハリシスチスの見つかったグイドプールには，やはり

ツユノイト属の一種Derbesiasp. がか~~津山生えていた。

ハリシスチスは夏季8月の観察では麗欣部の幅の直径が0.5-0.8mm位

のものが多く，縦はそれよりやや長〈全体としてイチジタの果寅のような恰

好で，無節サンゴモの一種の体上に賠々と単調で生えていた(闘A，B). 

その後，秋に~るに従って麓般の部分は弐第に消失し 10 月下旬-11 月

の観察では金〈見られ急くたった.ただその部分には曾てハPシスチスがそ
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千原: 伊豆須崎でみつかったハリシスチスについての小観察 41 

の基部を穿入させていたと，恩われる小穴が

津山残存じていた。そとでとういうサシゴ

モの部分を丁寧に剥ぎとって質験室に持ち

蹄り，櫨趨観察を容易にする矯，流水装置

を施とした大型ガラス容器内や水族館の水

槽なEに入れて培養したり，或いは寅験所

附近の漕内に垂下したりし-C~いたとと

ろ， 12月下旬-1月-2月にかけて前記の

穴の部分から非常に小さ念頭肢体が仲出し

てきた。それは丁度エピやカ=が限柄を持

ち上げたといった紙態を想い起させるよう

佐恰好で・あり，又との頃のものは夏季に見

られたものよりやや細めで野球のパットの

よう訟形をしているものが多かった(岡C)。

:3辺
ム主E

伊豆須崎産J、pシスチス。
基質となっている部分無節サ

ンゴモの一種{多少模式化す}。

一方とれと平行しての天然タイドプール中で・の観察に於ても，やはりほ

ぼ時期を同じくして同様の現象を見るととができた。とういう事から考えて

恐らくわが園の須崎産ハリシスチスは既に報告されている外園のHalicystis

ovalisと同じように多年性の海藻では友いかと想像される但OLLJl:NBERG，

1935 etc)。

向，同じタイドプールに生えているデルベジヤについても，平行的にや

はり同様訟観察佐治と訟いつつるるが，それの季節的消長やハりシスチスと

の聞係君主Eは更に詳しく調べてから，できれば後の機舎に報告したいと思久

ととろで，私の見つけた伊豆須崎のハリシスチスはチヨット集がつかな

いくらい非常に小さく，而も生育場所は干潮の際でも露出し註いととろでる

り，デルベジヤの生えていたととから，或いはと瑛想して丹念に探した結果

得られたもので，との離からいって案外その附近で，もっと見つかるのでは

ゑいかとも思っている.それにし・亡も本邦内地に於てハHシスチスとデJレベ

ジヤとが同ヒタイドプール中に生えていたという事質は，上に述べたよう君主

理由から考えて興味あるととと思われる。

終りに御指導をいただいた九大，瀬川宗吉博士に感謝いたします。

〈東京畿育犬拳下回臨海質議所〉
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42 議類第2巻第2瀦昭和29年9月

支 献{主なものj

FELDMANN， J. (1950): Compt. Rend. Aead. Se. ;Paris.. 230: .320-323. 
HOLLENBERG， G. J. (1935): Amer. Journ. Bot. 22: 782-812. 
KORNMANN， P. (1938): Planta. 28: 464-470. 

オゴノリ果胞子の愛芽能力

津田武男

嘗研究室の紅藻胞子放出の賓験に関連して，オゴノ 9果胞子の護芽能力

が意外に強いと云うととカサった。と云うのは，護呆内の一見未熟と恩われ

る果胞子でも細胞分裂を行い立祇に護育を始めるととカサったのである。と

れに闘しては既に一昨年秋「紅藻胞子の放出に闘する研究」の一部として於

函館，日本水産拳舎秋季大舎で報告Lたのであるが?嘗時は唯一回の賞験結

果の護表であったので或いはごく特別な caseかも知れぬと考えた。本年数

回の賓験を再び繰返したととろよくその様念事賓がたとるととを確めたので

ヨたに短報したいとJ思う。

材料は博多鵠多々良海岸のもの。時期は放出の最盛期と思われる 7月上

旬。蔭千時聞は数時問。順調に胞子放出を行った麗果に就いて更に顕微鏡下

で針を用いて果皮を盤縮し麓果内に残った果胞子を人魚的に墜し出し，ーたい

で果皮を取除き麓果の中接部を取出した.以上，蔭干に依って放出した果胞

子(A)，人矯的に墜し出した呆胞子(B)，及び麓果の中核部に附着している果

胞子(C)の3瀞を，一つのスライド上にリングを用いて夫々隔離して培養を

行ってみた。とれら 3詳の果胞子は大きさに於で異13:って.tr.t，A>B>Cの

よう主主闘係にある。特にCは譜胞糸柔組織的に接した細胞群で甚だ小さく，

亦色彩も淡くて一見未熟であると思われるものである。

蔭干刺戟に依って放出された呆胞子(A)が殆んE損失13:く既盛主主護宵を

示し，次々と細胞童生を士宮して行〈ととは従来の賓験結果と一致する。ととろ

勺 gonimobl国七.parenehyma(SJOSTEDT， 1926)の露。
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八木: 伊~~の海草草 5 種を報告す る

が墜し出した果胞子 (B)でも，更に (c)に

於ても大半は小さい君主がらもスライド上に

落ちて附着 し，一(A)よりも分裂細胞の数が

少友いとはいえ，外見上健全に護育を始め

るととは同で示す通りである。

藍果内の一見未熟かと，Eわれるような
果胞子でさえとのように護育能力を有する

と云う事寅は他の紅藻に於ても普遍的なも

Cl洋来日包子の!i!Z芽
ca x260 

43 

のか否かは現在研究中である。 しかし少なくともオゴノリに於て殻芽能力が

との様に旺盛で・あるととは紅藻の ，，!lネ付け"に閲して一つの基礎資料と友

ると思う。 (ブL大農製部水丘一準教室瀬川研究室〉

伊致 の 海藻 5種を報告する

八木 繁一

1. Caulerραscalρelliformis (R. BROWN) AG. var. 
denticulata (DECSN.) WEBER van Bos.クロキヅタ

昭和8年8月故岡村金太郎博士を松山市に沿迎えして藻類研究会を開催

したととがるる。此の時舎の終了後私は先生のゐ供を して宇和島港 ・土佐柏

島 ・沖ノ島 ・清水港と誌類、の採集を した。其の際宇和島港で棒崎に首時あっ

た愛媛際立宇和島水産試験場に立寄って標本類を観る機舎に恵まれた。共の

時，共の標本のヰiから先生が鷲見されたのがとのクロキヅタで，先生は日本

に於ての第二の産地がわかったと非常に喜ばれたものである。 此の標本の誌

は昭和~ 3 年 8 月愛媛鯨西宇和郡川ノ石の小島にて潜水作業に依って 8..5~13.5

零の海底から得たものである (之は昭和9年3月蛮行の日本製術協舎に先生

が詳しく書かれている)0B所バが此の僅か完友主市 も貴E亙JiiJ友主討占棋襟2禁禁乳zzι-寸品l
害の魚全く士友kく完なkつてしまつ7た亡。惜しいととをしたと私は度k前記川ノ石の

海を採集したが今日まで之を得ると とが出来危い。 然る所昭和26年1月私
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44 藻 類 第 2倉第 2~虎昭和 29年 9 月

はふとした所・で同じく昭和3年

に採集したクロキヅタの標本を

入手してこつとない本廓産の標

本として現在大切に保存してい

る。クロキヅタに就ては私が申

し上げる迄もたく明治43年9

月故岡村博士が隠l肢園黒木御所

下で殻見され大正11年天然記

念物の指定を受けたもので・あ

る。然し，隠l技産の高さ 15cm

第1困 もるる大きなものに比べると本

A.Oαule1.pαFeγgusoni MURR. 牒でとれたものは高さもその宇
7ヂノハグタ xl/3 分の7cm内外の小さなものし

B.Gαulerpα8calpellifor側 s(R.
BROWN) AG. var. か見つかってい主主い。 しかもと

denticulαtα(DECSON.) WEBER の第1闘Bのものが本腰産の
VAN Bos.クロキグタ x1/s

唯一の標品である。

2. Caulerρa Fer gusoni MURR.フジノハヅグ

私は昭和26年1月クロキヅタと共に同時に採集されたフジノハヅグの

標本も入手出来た。之は本邦に於ける分布も可たり庚い様でるるが本勝では

之だけで未だ他から得た報告がない様に思われる。

3. Dictyosphaeria cavernos，α(c. AG.) BOERG.キツコウグサ

昭和26年4月8日山田幸男先生が南宇和郡武者泊にで之を御採集にな

られたが之も本願内にては初めてのとととして記録されて居る。

4. Dictyoρteris divaricata OKAMURAエグヤハズ

之は北海道及び東北地方雨海岸に多い元来寒流性の藻でるる。然るに之

が南下して瀬戸内には伊理灘・粛灘・縫灘に分布して居る。粛灘の鹿島に於

はて低潮線附近の磯の日営りの悪い岩壁に多い。共の形態は第2闘の遇りで

ある。との藻は寒流に依って運ばれて来た胞子が瀬戸内のたまたま外国の油

臨した所で繁茂するに至ったものと，官、われる。
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山田: ハハキ毛タのJl:標本に就いて

5. Ench6uma muricatum 
(GMEL.) WEJ3; v. Bos. 
f.deμゆlerataWEB. v. 
Bos.キリンサイ

キリンサイは，叉リウキ

ウツノマグとも云い南宇和郡

由良には多く産ナるが伊藤灘

.粛灘には今迄採集されたと

とが左い。然るに瞳灘の西方

問坂島と其の謝岸周桑郡楠何

村大字河原津の海岸には花崩

岩の磯に少し之を産するとと

が知られて居る。との藻は暖

流の影響を受けて沖縄島より

伊豆七島にかけて分布して居

る。此の様君主南方性分子は本

牒では多く佐田岬の南方I'C止

まって居るが本種は内海奥深

く突入して居る。さて元来内

海産藻の特質としては細いも

の，薄いもの即ち織細ゑもの

IU臨
Dictyapteris divaricatαOKAMURA 

Z ゾヤハズの2個体xJら

45 

でEつ柔軟君主ものが多いにも不拘本種の如き多肉・軟骨様の南方性要素があ

ると云うととは著しいととである. (松山市北高等拳授)

ハハキモク (Sα:rgl邸側mkjeU'伽仰閥抗Y回 DO)

の原標本に就いて

山田幸男

先般米園イ Pノイ州のノルマル大署長日出noisNormal University)の助教

授フェンショルト女史 (D.E. FENSHOLT)から来信あり，北米オレゴシ州等
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46 事誕 類第2巻第2競昭和~Q年 9 月

で此の種と畳じきものを採ったが遠藤博士の原標本と比較し度いからその標

本を，或いはそれが不可能念らその寝民でもよいから選ってほしいとの依頼

を受けた。そとで東大の膳葉庫にゐ願いをして遠藤博士の標本の此の種の大

部分即ち 22枚の標本を借用，序手に自分も久し振りで此等の標本を詳しく

しらべるととが出来たので集付いた轄を書きつけてみた。

先す守=遠藤博士の標本の大部分に於てそうでで.あるが新種を記載された場合

の

original"という書込みがありとれば 1麓に謝して1枚の場合もあり叉数枚

に及ぶものもるる。又採集者の名前がたいものが多いがとれはその大部分が

博士自身の採集にかかるものと察せられる。又金標本を通じての帯披は訂つ

てない。

そとで上の22枚の標本中基本種の標本は日枚で夫々共の様になってい

る。

産地 採集時 採集者 その他

1) 駿~li江ノ i爾 2:1， 3， 18 Herb. Imp. Museum. no. 51 
2) " " Herb. Imp. Museum. no. 50 
3)下風呂 April， 1903 
4)函 館 " 5) Karafuto May， 1910 8. MURATA 
6)函 館 May， 1903 
7)越後柏崎 M町.9. 1916 中村正雄
8) 8ado Dec.1909 T. OBARA 
ru " " グ
1ω 越後鯨波 J une， 6. 1909 中村正雄
11) Oshoro April， 1909 

戎に f.muticumの標本にはE誌にの12枚がある。

産地 採集時 採集者 その他

12)紀州出雲 April，1902 
13)稲岡県基金救郡城野村 矢野宗斡

14)鳥羽 29/1.154 
15) 
16)相模城ケ島 Oct. 14， 1898 
17) Nemoto， Awa Jan. 1， 1899 
18)志州安梁島 March，1902 
19)稲岡県薬会救郡城野村 矢野宗斡

2ω 七墨ケ漬 Nov. 1904 平山復ニ廊
21)志州波切 March， 1902 
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猪野: 岡山犬拳玉野及び本島臨海笈験所とその附近の海藻 47 

22)陸前松島 July， 1899 拓植
グ グ

上の22枚の標本中生殖器托のあるものは僅かでその内4呑では生殖器

托は全部雄性であり，ハハキモクθ特徴である「同一生殖器托中に雄の生殖

案と雌の生殖案とが混在する」と一致しない。然るに 1番の駿州、l江ノi甫の標

本は此の性質を示している。そし・て他の七里ケ演等の標本では生殖器托は存

するが若くて性別等は判然とし友い。

即ち遠藤博士の標本中で同一生殖器托中に雄と雌の生殖葉の混在すると

との判然としているものは駿州江ノ浦の標本のみというととに主主る。然るに

此の産地は遠藤博士の“Fucac回 eof Japan"にも又それより前に護表された

日本産馬尾藻科目録中にも引用されていない。つまり遠藤博士の Sargassum

kjellmaniαnumという種の考えは純粋註ものではなくして他の種即ちミヤ

ベモクの如きものが混じていた様に思われるのである。

(北海道大拳理拳部植物拳数室)

岡山大事玉野及び本島臨海賞験所と

その附近の海藻

猪野俊平

瀬戸内海閤立公園の中心地である玉野市の瀧川海岸につくられた岡山大

撃理製部玉野臨海賓験所は，園鶴宇野騨よりパスで約25分，瀧川で下車して

徒歩で3分，岡山騨より約1時間宇でいける便利た新しい研究所で、ある(第

1闘参照)。 坪数67坪のコンクリート平家建で(第2闘)，賞習室1，研究室

3，圃書標本室1; 暗室1と宿泊周の6昼の和室が2つあって， 各研究室に

は海水及び淡水が遇してある。殊に賓習室には，海水水槽4ど淡水水槽2と

があって培養に便でるる(第3闘)。をまた同時に建てられた玉野梅洋博物館の

水族館(第4闘)は47個の水槽と他に3個の強備水槽， '1、ガラス水槽9，屋

外，屋内に1佃づっのプール般の犬飼育槽があって，海水は5馬力のモーグ

ー(他に同馬力の強備ディーゼ、}Jyエンジン)で揚水し，水族館と賓験室へ同

時に通してta-T;配水は全部開放式で，配管はビ=ールも用hている。水族
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48 語集 類第2!/量第.2繊昭和29&手9月

主
A 
a 

同

はずV33 
t:J温険bbq 
V んl 心、。

~μl 掠

第1国 岡山大患玉野及び本島の臨海笈験所の位置を示す地岡

館の指導は常住の所員3名がとれに嘗っている.質験所の所員としては所長

には，岩田清二教授粂任で，他に大調滋助教授，渡謹宗孝助手，費江三樹三

郎助手の3名が常住しているので使用者は御謹絡に象ればよい.また同賀験
シアタ

所は，塩飽群島の中心にあたる本島民本島支所を設おけている。同建物ほ，

52坪の平家(第5闘)で，質習室1，研賓室3，暗室1，作業員室1その他で，

各研究室には淡水のみが配水されていて，海水はすぐ前の漬からくみとる賠

多少不便でるるが，採集には至便である。
61車ス オオザチ

同質験所間近の海藻の採集地としては，瀧川附涯の高測，大槌島，本島
ヅノ 耳 ヨセイタ v ~ァグ

附近の園の測. IJ、瀬居島1:1:~が代表地で，その他大小の塩飽の島々がある。

未だ組織だ・った調査は行われて治ら1:1:いが，今日迄に蹟瀬弘幸博士，猪野ら
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猪野 : 悶IlJ大拳玉虫L&ぴ本島臨海資輸f好とその附近のi4IF藻 49 

が採集した主主主ものを霊長ければヨえのようでるる。

リビュラリア，カロ スリックス，ユレモ， リングピア，シユ/スリックス，

アイミドリ，たどの藍藻類，アナアオサ， ヒラアオノリ ，スジアオノ リ，ボ

ウアオノリ ， ウスバアオノリ， ヒトエグ、サ， シオグサ，ハネモ， ミル，イモ

セミ Jレ，クロミル，ハイミ Jレ，フサイワヅタ，ホソエガサ(園の削，高す1・1>

f主どの紘諜3詳し シオミ トーロ ， ラルフシア， クロガシラ， ネパリモ， クサモヅ
ク，フトモヅク，ケ ウルシグサ，ハバモ ドキ， フクロノリ ，カゴメノリ ，カ

第2圏 岡山大挙玉野臨海佼験所のタ卜支 *3闘 笈験所の質管室の7J<-袷f

第4翻玉野海洋博物館会長 第5翻岡山大挙臨海質検所本島支所

ヤモノリ，イシゲ，アミジグサ，オキナウチワ， ウラポシャハズ， ツJレモ，

ワカメ， ウミ トラノオ， ヤツ マグモク， ヨレモク，マ メグワラ，ホソバモク，

サンダーモクの柄藻類， ウミゾウメン， ハイ テングサ，ム カデーノリ ，サンゴ

モのま乳ベニマダ ラ，マツノリ オキツ ノリ，ツノマク，ホソパ ミリ ン，フ

クロフノリ，オ ゴーノリ， イソダンツウ，グオヤギソウ， イギス，ケイギス，

トゲイギス， ヨツノ サデ，ウ プゲグサ， クスグマ， シマダジア，夕、ジア，オ

オカザシグ 1人フジマツモ， ミツデゾゾ，ショ ウジョウケノリ ，イ トグサ，

ユナ，ヤナギノ リ， ヒゲベ ニハノリ，ジャパラノリ，カギケノリ君主ど紅議議員
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50 藻類第2巻第2貌昭和29年 9月

が事げられ，他にアマモ，コアマモ，ウミヒルモの海草も見られた。

(岡山大拳理挙部生物拳数室)

岡村先生の思い出

山田幸男

我が園海藻撃の父岡村金太郎先生が逝去されたのは去る昭和 10年8月

21日であるからそれから此の8月21日までに・漏 19年が夢と過ぎた語であ

る。丁度との21日の朝自分は家人に向って19年前の今日明日又23日も東

京は随分暑くて御通夜の晩等も惟子でも汗が流れて困ったがとの今朝の涼し

さは何というととだろう。今日が先生の念くなられた日と同じ日等とは迫も

想像も出来泣い等と話したのでるるが，然しとれば北海道は札幌での話しで

東京は矢張り 40何年ぶりの暑さであったというから，東京では矢張り先生

の御命日('1:はふさはしい暑い日であったといえようか。兎に角あれからもう

19年の歳月が流れたととは否めない。其の日，先生から頂いた御手紙をあれ

とれと讃み返して憶い出を新にしたが年々先生の筆蹟が讃みにくくなってゆ

くととを感じて悲しさを費えるのであ仇それは先生の御手紙は仲々讃みに

くく，始終御手紙を頂いて韻み慣れていた時にはスラスラと積めたのである

が御逝去後は勿論新に御手紙を頂〈機舎も泣く自然に先生の筆蹟か譲みにく

く怠って来たのである。此鹿に昭和4年12月W.H.HARVEYの標本を勉強

する矯にアイルランドのグプリン市に滞在中先生から頂いた御手紙を御披露

してたき先生を偲ぶよすがと致し度い。

11月25日，咋日は朝9時頃50C，本年の最初の寒さ。

何より慌しき事は恩師 FR.SCHMITZの宵像を得たととでナ。平L、速机上に

供へ拝謝しました。賓に我邦海藻串の大恩人，多年その小影に接し度いと思

てゐたもの故ー唐嬉しく存じ候，厚〈御誼申候。藻類系統拳(書名を斯くし

ました)も今褐藻類の初校乞了った丈けです。多分来年3月頃殻賓となると

とでせう。

SAUvAGEAU: Sur l'alternance des generations chez Ie Caゆ'omitraca-
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山田: 岡村先生の思い出 51 

brearae， 1926.とれば Biol.abstr.で見て早速間に合ふた故本文を訂正して

入れて置いたが原書をソーパジョーが呉れたかったから若し見られたら見さ

せて頂き度い。又 SAUVAGEAU: Asperococcωfullosusのlife七istoryも同

じく Biol.abstr.で見たが之は間に合はね故補遺として入れるつもり。之も

若し御入手伝ら拝見したい。

SrOSTEDTの書物3部御蔭で拝見有難く存じ候本人からは何とも申来ら

や，勿論書物も還り来らや候。 KYLlNは大抵呉れる人だが此頃何か pamphlet

が出た様だ治活ヴて呉れゑかったe 多分30とか50部とかより reprintがな

いから日本人迄には選り足らぬでaうろう。エパツテいる人の様だからナンダ
日本人がとでも云ふ見識訟のであろう。見渡す所米園で SETCHELL，HOWE; 

Kopenhagenで BORGESEN，ROSE肝 INGE;Franceで SAUVAGEAU，HAMEL; 

Lundで KYLIN，SVEDELIUSといふ位が営今の番付にのる第一流所か， 此等

の人々の批判は大抵よくわかっている様だが KJELLMANの分類の手腕に封

ナる批評は始めて知り申候Galaxaura等も少しSp.が多く分れ過ぎている

と思って居り候其離にゑると SETCHELLゑE少しEうかと思ぽれ候。殊に

GARDNERのGelidiumÎ'.C~ぽ尚更と存じ候。兎も角エライ人は皐聞に忠賓

と云ふか自設に忠賓と云ふか自設を担げ念い様だが之ぼ考へ物だ。 HOWEで

あったかの Scinaia.latifronsかは大方日本の rib(costa)あるものと同じ去

らんと思ひ候。 HARIOTの Alg.de Yokoskaの批判ぽ是非日本人の君の手で

書いてやるがよい。 トージンの鼻をスコシ小粒のサンショウでピリッとさせ

てやるのがよい。痛快!

WEBER VAN BOSSEのおばあさんぽ定めし遠方であるととか御舎ひでぽ

訟い様でしたが定めし70以上の老人とのとと，僕の窮民を定めし諸所で御

披露に怠った事でしょう。面と向つての事故御世僻グラグラでaうろうが然し
随分色々の批判のある事でしょう。時々クシャミナる事・があるから!岡譜も

今年中に6巻第2集を出し今第3集の2枚だけ銅版が出来，第5集迄は画が

準備じてある。君が踊って来てから少し教へて貰ったら第6集の材料には困

るまいと御蹄りを待って居ます。諸所の Herbariumを見たので従来の疑ぼ

しいものが大方判明した事であろう。例へば Vanvoorstia，Talorodictyon 

(之ぽEうだか)， Chondrus plat，抑制，Gigartina抑nctata(Chondrus ocell-

atω)， Chondrus punctat附 inSURINGAR'S Alg. Japon. (= probably Ch. ocell-

atus or Grat. sp)の様訟ものが知れたととι官、う.尤も Ch.ρlatynusぽGOBI
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52 藻類第21/豊第2貌昭和29年 9月

か何かだからロシヤに行ってst.Petersb. Univ.ででも見tJ:くては...・
今私は藻類名義の再版(3版)にかかって今度ぽ各種の記載と各麗に 1つ

宛緯を入れるつもりで今Ch1orophyceaeの本文丈け了り之から Phaeophy-

ceaeにかかる所です。三年位かかるで・しよう(中時)。

此の4月3日から自分は自宅で海藻の講義をしてとの11月で第2回を

終る。来年4月迄多の中ぽ設備が念いから休んでまた4月から第3回をやる

計劃，前後2固で12-13人位の聴講生が出来たわけです。

東京を離れて按の宰でみたら定めし東京がEんなに恋ったかとぽ夢癖に

も息ぼれる事であろうが飴り饗った事ぼゑい。まだ日本橋通りを元の通り電

車が遇うて居て地下織も相饗らす=滞草と上野間丈け，今折角万世橋迄工事中

だが自分は未だ一度も試乗せや，讃草の観音様も御無沙汰でナ。所々方々ほ

りかへしで茅場町の所・や越中島へ来る橋のj羽i.tJ:eぼ回の様で毎日閉口。皐舎

も鑓りたく植物畢の位舎も天下太平。

尚老婆心を以て付記すれば上の御手紙中の「藻類名義の再版 C第3版)J
とあるのは先生の御逝去の翌年に出版された日本海藻誌のととで，嘗時ぽ未

だとの書名ぽ出来てい泣くて藻類名棄の第3版として出版する積りでいられ

たのである。(北海道大拳理拳郎植物拳数室〉

故岡村金太郎先生の想い出

一一紀伊灘戸採集随伴記一一

木下虎一郎

「藻類」創刊競，巻頭の山田先生の高著をはじめ，毎披，随所に故岡村

金太郎先生の御名前を拝見する。本邦海tt畢の鼻祖とし・亡営然のととではる
るが，今夏乍ら先生の赫々たる遣業を偲び，迫慕の念の禁じ得泣いものがる

る。主主に紀伊瀬戸採集随伴記を草し，先生の思い出とする。

X × 

岡村先生の紀伊瀬戸の採集ぽ，昭和5年7月と 6年8月及び7年4月の

3固に亘って，京大瀬戸臨海研究所(現在の白潰町，京大臨海賞験所)を根操
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木下: 故岡村金太郎先生の思い出 53 

として行われた。筆者ぽ3回共，格始先生に随伴して親しく御指導を仰ぐ幸

運に車まれた。先生， 64歳から 66歳の時代で，水産講習所長右とおやめにた

られる前後であった。営時，筆者ぽ郷里の和歌山鯨水産試験場(田窪)に奉職

していて，伊勢蝦の研究の矯め，毎日，回遊の役所から研究所I'l:.遇っていた。

時の研究所長ぽ駒井卓先生で，岡田要先生も著書生の指導ーによく沿いでになっ

て会られ，赤塚孝三先生が留守をあやかつて居られ，今，三重懸立大暴水産

撃部!'l:.居られる椎野季雄博士が常勤されていた時分である。

先生たいでの報を受けて，先一炉私の頭に浮んだのは，先生のいつもの脚

紳，足袋，草鮭に足がための採集委で，何よりも先に草軽の買いととのえに

走り廻った記憶が今も新で，首時，既に回謹の級な田舎町でも仲々見つから

なかったものでるる。

採集は研究所を中心として，回避漕内の刻I!島，鹿島，四双島及び湾外の

富田袋港あたりまで，就中，研究所前に展開する平磯に無敢に散在するグイ

ド・プールに目をつけられ，随分之を熱心に攻められた。採集役は私で先生

は6-7尺位の竹柄にガーゼ網つけた檎を杖代りに持たれて， とれで， あれ

とれと指岡された。蕗が困るととは，先生，いらだたれて来ると，との棋・先

で，潜っている私の沿尻をつついて指揮されるととで，特にタイド・プー Jレ

で，とれをやられると，逃げ場に困って悲鳴をあげたととも度々あった。そ

れはそれとして，とのグイド・プールの攻略で・，Valonia ventricosa J. AG. 

オホパロエア・Dictyosphaeriafavulosa (C. AG.) Decsneキツカウグサ・

DictyosPhaeria bokotensis YAMADA トゲ.キツコウグサ・ Struveadelicatula 

KUETZ.サイノメアミハ・ Cauleゆaracemosa v訂 .laetevirens WEB. v. B田.

スリコギヅタ・ Caulerparacemosa v紅 .clavifera f. macrophysa WEB. v. 

B田.センナリヅタ・ Caulerparacemosa var. occidentalisリ.AG.) BORG.ェ

ツキヅタ・ CaulerpaOkamurai WEB. V. B田.フサイワヅタ・ Acetabularia

Mδbii SoLMESヒナカサノりなど，南国味豊かな撒々の珍種を獲た。その外，

回遺構内鹿島で Caulerpacupressoides var. disticha WEB. v. Bos.ピヤクシ

ンヅタの群落を見つけた時のた喜び顔，四双島のフジツボの上に着生する，

先生が後に Gelidiumμtsillumf. foliacecum OKAM.と護表された嬢小テン

グサを，採集して必自にかけた時のルーペで見入られる喰い入る様ゑ眼差し

たc'，今も私の臼におる様である。又，研究所の雑賀踊之助氏が，時化あと
の御幸ケ苦言に才T揚げられていたのを拾ったというアジサイの花を見る様宏美
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しい圏塊のアルコール漬標本を見られるや， 直ぐ

chiiノハ、ナサクラだ とん2伝主美事2危主のは始めて7だで"と驚喜され7たとのもとのとき

で，海寵誌に載せられている窮民(何66ω9頁.31却9岡)は， その時に撮って差上

げたもので・ある。

採集は.eの種類も随分Eっさり採集された。“フワシクルを作って海外

の博物館や研究室に臆るつもりだ。"と言う様左ゐ話であった。採集物はEん

たに津山あっても，叉，どんなに疲れていても，必やその日の中に始末さ

れた。

整理は，先生と私の二人で，畢生賞験室の大流しでしたが，先生は大小

様々左津山の蚕紙を用意して来て居られていて，それが殆んど，封筒，カタ

ログ類の徐白，表紙裏t1:eの廃物利用でるった。従って色合ぽ，白あり，薄

桃色るり，育味のもの，黄色のもの念e.様々で、，恐らく常に心掛けられて

丹念に用意されたものと思えて，営時の若い私にも，何かしら頭の下がる無

言の教訓が感ぜられた。

ドライヤーの取換えは日に何回となく，賓にマテに，そして精力的に行

われた。田建の自宅から遇勤している私が研究所・へ来る迄に，先生白から既

に何回とt1:く，取換えを格えられていた。とん訟ととに先生を慣わしてはと

思って，私も随分早〈出掛けて行ったが，通いの巡航舶の護着時閣の関係も

あって，一度も先生に勝つととが出来危かった。

兎に角，との採集を通じて，標本を作り乍ら一々の種類に就いてゐ話下

さる説明，休み時にうかがえる串聞の話，趣味の話，水産界の勤き左e.私
には嘗てない勉強で，従来，全く馴染めt1:かった海藻の面白味も，との時に

開眼していただいたのである。

標本作製中の先生と私のとの時の馬民が，毎日新聞田謹支局長の多国幸

生氏が後に臆って呉れて，今も私のアルバムを，又，先生の亡後，御遺族か

ら贈られた研究室の先生のb姿は，私の書粛を飾り，先生から紀州l採集記念

にと賜った硯は，身近かに愛用させていただいている。

(北海道匝水産研究所)
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新著紹介

新著紹介

今堀宏三著

日本産輪藻類線設

Ecology Phytc場町，graphyand包回:onomyof the 
Japan，鋪e白畠.rophyta.1954. 

55 

本箸は総論及び各論からなり. 234頁に亘る労作であり， 中41図版を有し，英文で

書かれ和文摘要が附されている.

総論は本箸の待徴的な部分であり， r輸藻績の研究奥」に始まり， r地理里的分布」の項
では日本のものをアジヤ諸闘と比較して論じ， r生態拳的考察」ではこの類の生育する池
沼型の分類，その水の物理的・化準的性質，土壌的要素，生物的要素を論じている。叉「輪

藻類の有用性jの項に於て，フラスモ廊の生育している水には蚊の還を生のタない事，生物象

の賀験材料としても優れている事等が競かれている。叉， r分類上の位置及びその分類系J
に於て，著者は種キの概識から，論議綴は簿類に非常に近い濁立したー箇c軍事であると考

むその分類法は J.GROVES氏に擦り，夏に新しい怠見を加えて之を行っている。夏に

叉， r採取法及び援本作製濠」に至るまで親切に説明されている。
各論に於ては各種に記載，解剖悶及び日本に於ける分布図が附され，近似種との異同

が論ぜられている.積の鑑定の重要な佐賀として 7ラスモ恩に於ては分技部，最終枝，

小枝の第一吹及び最終分射枝，卵器の性質等があげられるが，著者は之に更に安定した待

徴として卵胞子の性質を加えて種の同定を行っている。叉， 7ラスモダマシ屈では分技部，

結質枝，最終枝の終端細胞，雄器の柄の佐賀等が分類の基準とされている。夏にシャジク

モ嵐では皮暦li.ぴ撃の赫細胞の宥無及びその形態，託業冠，小奮及び省，性器，卵胞子の

性質等に分類の基準が置かれている。

之等の佐賀に基づいて著者は多〈の新種等を愛表されて来たが，本箸に於ては夏に4

新種i，4新錘種， 3新産種， 3新産鍵積を加え 7ラスモ嵐 NiteU，α47穏i， 7ラスモダマ

シ属 Tolypella1種，シャジクモ嵐仰αrα8積合計56種を記載しているa

理署末には術語の解説があり，種の解剖悶，主主似.種との比較等と相倹って容易に種を知

る事の出来るのは本舎の緯色であろう。(金津大拳量産行，丸善株式舎社護費， 1，000園)

{阪弁奥志雄北大理拳部植物拳教室}

岡田喜一著

接合藻類の新分類系，特に鼓藻類に就いて

A New Clae栂ificationof Conjugatae， with Special Refer回 ceto 
Desmids. Mem. Fac. Fish. Kagoshima Univ. Vol. 3， No. 1. 1953 

本論文は著者が1927年以来研究して来たものの結果でおり，緒言，研究史，新分類系，
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Zygnemalesの新分類法，新宮分類法の比較，結果等 28頁からな り， 8表&.ぴ2闘を含ん

でいる。

接合言語類 (Conjugatae)，(俸に鼓iWi類(Desmids)は以前 には主として形態接的性質に

依って分類されて来た。然し， 著者は接合子 (Zygospore)の生ずる位置， 配偶子の分裂

の4程式等によって分類することによれ この紛の系統後生撃的過程も知られる として新し

ν、分類法を提J1gし之を “Cross-checkmethod"と呼んだ。

この方法によれば接合訴は4群に分けられる。 j![Jち，飢{周子の中に接合子の生ずるも

の (Endozygospore11宇，之を Aとする)，配偶子のタ卜部に生ずるもの (Exozygospore1洋，

B)， &.び，配偶子の接合の1時，配偶子は系JlJIJ包*(semi-c巴11)に分裂しないもめ(Undivided

llt， a)細胞牟に分裂するもの(Divided群， b)の411手である。更にこの41船主 2，3<D性質

で細分されている。之を系統的に見ると Bとbの組合わせは Aとaとの組合わせ よりも

種k<D黙でより夏〈 進んだものであると云う。

之等の在日現hから著者は zy抑制nalese:;，中に4新族 (tl'ibe)，Mougeotieαe， Z ygogon-
Uαe， Zygnernea.e， &.ぴ Spirogyreaeを作った。鼓若草類には以前には2科が知 られてい

たが著者は Closteriaceαe，Hyalotheceαe， Cosmαriαceaeむ 3新科を加え，叉 8新族，

Spirotωnieae， M esotaem:eαe， Hyalotheceαe， Gyrnnozygeαe， Decidieαe， Sphαero-

zos?neαe， Cosrnαγieae &.ぴ Euαstγeaeをこの中に入れた。そして，科，族¢排列は Aa

から種々強化 して Bbに至るまでの系統溌生の段階を考えて行われてU、る。

4寺に Hyalothecα，Spondylos飢 m，Desrnid仰 rn及び Gyrnnozygα の 4底は Co・
srnar・iU?n(ツ グミモ)より高等とされていたが，著者は色キな熱からツグミモrn<D下に之
等の鹿を置き，Royαも叉主主令子の性質等により Closteγ'iurn(ミカグキモ廊)の近くにお

いている。 (阪弁奥定、機 北大理1l!1弘前t織物準教室)

r~季五亙王;
去る 8月2日，本芸品令並びに北海道日路地底辺科白g舎&.び様似mT教育委員舎の共催で，

北海道日高都機似町に於て海部採集合を行い談師として本令幹事中村議活l[氏が出席，採集

指導及び採集物庭迎法等につき講習を行った。 出席者はEl高地区¢小，中母校教官並びに

が~.業合員等二十段名頗る感舎であヲた。

- 28 



曾員諸君の投稿を募る

令良書哲君主から大体次の事棋を御含みの lムの投稿を期待します。

]. 誠実fHz:闘する tI若命文(和文)，綜設.論文抄鍛，来ft~会等。

~. 原稿掲i肢の取捨，病肢の順序， i:本紙及び校正は彼員舎に一任のこと。

3. JlIJ刷l立小論文，綜設，総合抄鍛に限りその次期は 50ffl(を舎にて賀稔し， それ

以上は著者責婚のζ と。必要部盟主は投稿の際にIIJ込むとと。

4. 小論文， 綜説，総合抄録は 400字詰原稿用紙12枚位迄，其他は同上6枚位迄

を限度とし図版等のスぺ{スは此の内に含まれる。

5. 原稿は平仮名混れ桜言?としなるぺ<400~:言吉原、稿用紙を用ふるとと。

議類に闘する質疑感答欄を設けj立と思いますかb，合員諸君C御平IJ用を乞う。

術質問は札幌市北大型運幹部随物準数室内木令庶務粋事宛のと と。

‘' 
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編集主任務行者 中 村 議 拘{

~，崎市舟見慣fJti，白む大接理感知出礎研究所

品
引 111 中キヨ

1L健市北一保問主 TrJニiI!地禁鱒毅

不許複製 五重行所 日本議類準令

札儲市北海道大'"理伊可H柾物感激室内

疑倖 小怖 133nS 



J 

t4~ 

‘. 

‘・

d除 .. 

ー


